
名取市自転車活用推進計画

令和７年度 名取市自転車活用推進協議会

資料1－2

令和６年度 主な施策の取組状況について



主な施策の実施状況

【事業】周遊ルートの魅力のPRツアーの企画

施策1－1 自然・観光資源を生かしたルートの周遊の促進

1

「第6回全国シクロサミットin名取」、「Natori Super Cycle Day（ナトリ・スーパー・サイクル・デイ）」の開催

・令和6年10月に「第6回全国シクロサミットin名取」を開催し、シンポジウムやオリンピック出場選手等による基調
講演を行った。

・翌日には「Natori Super Cycle Day（ナトリ・スーパー・サイクル・デイ）」と銘打って、民間事業者主催の各種自
転車イベントを同時開催した。



主な施策の実施状況
施策１－２ サイクリストの周遊をサポートするサービスの提供

2

・サイクルラック（サイクルステーション）設置数はR6時点で37基、市では、サイクリスト受入環境整備補助金事業を

実施している。

・また、名取市サイクルツーリズムHPでサイクルマップを公開し、サイクルラックの設置箇所を表示している。

【事業】サイクルラック・サイクルステーションの設置



主な施策の実施状況

【事業】「震災復興・伝承みやぎルート」へのサイクリスト誘致

施策１－３ 広域連携による取組の推進

3

・サイクルツーリズム推進事業でデジタルスタンプラリー等を実施し、作成したチラシに「震災復興・伝承みやぎルート」を
ルートとして盛り込み、情報発信を行った。
・広域連携の取組としては、「2024 MCA 秋の 100kmライド 名取・丸森」において、名亘地場産業振興協議会でエイ
ドステーションを設置しサイクリストの支援を行った。



主な施策の実施状況

【事業】・「人力で旅する文化」の醸成

・市民意識の醸成によるトレイル文化の浸透

施策１－４ 「人力で旅する文化」の醸成・情報発信

4

・トレイル文化の浸透を図るため、名取トレイルセンターにおいてみちのく潮風トレイルウォークin名取や野外活動体験
を実施した。

・ブルーツーリズム推進支援事業では、サイクルスポーツセンターを会場としたBBQコンテンツの造成や、かわまちて
らす閖上前を会場としたSUP体験イベント、初心者向けサーフィンセミナーを開催した。



主な施策の実施状況

【事業】ユニバーサルデザインによる環境づくり

施策１－５ ユニバーサルデザイン・おもてなしの充実

5

・飲食店の看板及びメニュー表の多言語化や、Wi－Fi導入費用などを対象に実施し、令和6年度の申請件数は６件で
あった。



主な施策の実施状況
施策２－１ 気軽な自転車利用の推進

6

・市役所が令和6年6月から11月に行ったエコ通勤チャレンジデーのアンケート調査では、参加率は27％という結果で
あった。

・東北自治体で初めて「自転車通勤推進企業」として認証・登録された。

【事業】エコ通勤の啓発や事業者に対する自転車通勤導入の促進



主な施策の実施状況
施策２－２ 日常生活での自転車利用機会の創出

7

・令和6年度に開催したイベント「Natori Super Cycle Day（ナトリ・スーパー・サイクル・デイ）」では、民間事業者
による、かわまちてらす閖上前を会場とした最新モデルを含む各種自転車の展示会及び試乗会が同日開催された。

【事業】自転車に触れる機会の創出



主な施策の実施状況

施策２－３ サイクルイベントの開催、誘致

8

・「Natori Super Cycle Day（ナトリ・スーパー・サイクル・デイ）」では、民間事業者主催で「2024げんきNATORI
ママチャリ6時間耐久レースinゆりあげ」が開催され、幅広い年齢層の参加者が集まった。

【事業】誰もが楽しめるサイクルイベントの開催・誘致



主な施策の実施状況

施策２－４ サイクルスポーツの振興

9

・令和6年度には、自転車競技の宮城県高校総体連大会や宮城県トライアスロン協会が主催するトライアスロン大会

が、サイクルスポーツセンターで開催された。

・また指定管理者の自主事業として、市内のサイクリングクラブによる早朝自転車練習会が開催され、計414名が参

加した。

【事業】サイクルスポーツ団体等への支援

【令和6年度のサイクルスポーツセンターで実施された自転車関連の大会】

・令和6年5月：第７３回宮城県高校総合体育大会自転車競技大会

・令和6年10月：第５０回宮城県高等学校自転車競技新人大会

・令和7年1月：第14回150分耐久ラン大会 in 名取市サイクルスポーツセンター



主な施策の実施状況

施策２－５ 障がい者のサイクリング等の活動支援

10

・障がい者の方も気軽に利用できるよう、障がい者割引を適用すべく、条例の改正を行った。令和７年４月から入場

料・レンタル自転車について割引が適用されている。

【事業】障がい者がサイクリング・サイクルスポーツに触れる機会の創出



主な施策の実施状況
施策３－１ 自転車利用ルール・マナーの普及・啓発

11

・春と秋の交通安全運動期間中に、増田北地下道や名取北高校や宮城農業高校などにおいて、自転車通学・通勤者に
対して啓発活動を行った。

・名取市サイクルスポーツセンター指定管理者の自主事業で「子供向け自転車教室」が実施された。

【事業】世代に応じた交通安全教室の開催、地域や警察等との連携によるルール・マナー違反の防止・啓発



主な施策の実施状況
施策３－２ 安全・安心な自転車利用の支援

12

・令和６年５月より市民に対する、自転車用ヘルメット購入費補助事業を開始し、市内対象店舗で購入した自転
車用ヘルメット購入費の半額を補助している。

【事業】自転車用ヘルメット購入費補助による着用の促進

【令和６年度実績】

補助金件数：1,036件

補助金総額：2,975千円



主な施策の実施状況

施策４－１ 安心して走行できる環境の確保

13

・令和7年度に全体設計を行い、具体的な着手の優先順位等を決定し、令和8年度から令和12年度にかけて順次整備
を行っていく。

【事業】自転車ネットワーク路線の整備推進

※矢羽根のイメージ



主な施策の実施状況
施策４－２ 安全・快適な自転車走行環境の維持管理
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・「LINE通報システム」を活用し、道路状況について市民の情報提供を求め、自転車通行環境の適切な維持管理に

努めた。

・「道の日ふれあいキャンペーン」では、市職員と市内建設業者が協同で道路の清掃活動を行った。

【事業】自転車通行環境の適切な維持、地域と連携した維持管理



主な施策の実施状況
施策４－４ 利便性の高い公共交通の構築に向けた自転車環境整備

14

・名取駅コミュニティプラザ及び名取市サイクルスポーツセンターでレンタル自転車の貸し出しを行っており、
44,780件の貸し出し件数であったが、やや伸び悩んでいる現状となっている。

・まずは、既存のレンタル自転車の利用者数を伸ばしていくため、引き続き情報発信を図っていくと共に、シェア
サイクルの需要を見極め、導入に向けた検討を行っていく。

【事業】シェアサイクル導入に向けた検討


